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GRAMMAIRE
“samouraï”

“〜ましょう“ est utilisé pour faire une
proposition ou une invitation à faire quelque

chose ensemble.

【Structure】
forme en ます + ましょう
のみます → のみましょう

【Exemples】
勉強しましょう。

（べんきょうしましょう）
Étudions ensemble.

食べましょう
（たべましょう）
Mangeons ensemble.

【〜ましょう】
“Forme en ない + くてもいいです” est

utilisée pour dire qu’on n’a pas besoin de faire
quelque chose.

【Structure】
Forme en ない + くてもいいです

たべない → たべなくてもいいです

【Exemples】
主人がいなくてもいいです。

（しゅじんが いなくてもいいです）
Même s’il n’a pas de maître, ce n’est pas grave.

明日は、朝早く起きなくてもいいです。
（あしたは、あさはやく おきなくても いいで

す。）
Demain, je n’ai pas besoin de me lever tôt.

【〜なくてもいいです】

【〜のなかで】
“quelque chose のなかで” est utilisé pour

exprimer une comparaison dans un groupe.
"Parmi..." ou “dans”.

【Exemples】
武士の中で一番偉いです。

（ぶしのなかで いちばん えらいです）
C’est le plus haut gradé parmi les bushi.

寿司の中でエビが一番好きです。
（すしのなかで エビが いちばん すきです。）
Parmi les sushis, ce que je préfère, c’est la crevette.

【〜みたいに】
“quelque chose みたい“ permet de faire une

comparaison, comme "comme".

【Structure】
Nom + みたい

【Exemples】
会社員みたいに働きます。

（かいしゃいん みたいに はたらきます）
Travailler comme un salarié.

私は猫みたいにたくさん寝ます。
（わたしは ねこ みたいに たくさん ねます。）

Je dors beaucoup, comme un chat.



【なる】
“なる” est un verbe qui exprime un

changement d’état : “devenir”.

【Structure】
adjectif en i ：かわいい → かわいくなる
adjectif en na ：しずかな → しずかになる

nom ：せんせい → せんせいになる

【Exemples】
日本は武士の国になりました。

（にほんは ぶしの くにに なりました）
Le Japon est devenu un pays de guerriers.

お姉さんは先生になりました。
（おねえさんは せんせいに なりました。）

Ma grande sœur est devenue professeur.
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【ようになる】
“Forme du dictionnaire  + ようになる” exprime

un changement progressif : “commencer à”,
“devenir capable de…”.

【Exemples】
力を持つようになりました。

（ちからを もつ ように なりました）
Il a commencé à avoir du pouvoir.

自転車に乗れるようになりました。
（じてんしゃに のれる ように なりました。）

Je sais faire du vélo maintenant.

【〜でした】
“でした” est la forme passée du verbe です.

En français, cela correspond à “était”.

【Exemples】
「お金持ちのボディーガード」でした。

（おかねもちの ボディーガード でした）
C’était un garde du corps de riches.

子供の時、私はいい子でした。
（こどものとき、わたしは いい子 でした。）

Quand j’étais enfant, j’étais un bon enfant.

【Forme en て+いました】
“La forme en て + いました” montre une
action en cours ou répétée dans le passé.

【Exemples】
貴族たちは侍を雇っていました。

（きぞくたちは さむらいを やとって いました）
Les nobles engageaient des samouraïs.

子供の時は、毎日ゲームをしていました。
（こどものときは、まいにち ゲームを

していました。）
Quand j’étais enfant, je jouais à des jeux tous les jours.

【Forme en た + ことがある】
“Forme en た + ことがある” exprime une expérience passée :

“avoir déjà fait”.

【Exemples】
「武士道」を聞いたことがありますか？
（ぶしどうを きいた ことが ありますか？）

As-tu déjà entendu parler du bushidou ?
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【〜なくてはならない】
“Forme en ない + なくてはならない” est

utilisée pour dire qu’il faut absolument faire
quelque chose. C’est une forme d’obligation.

【Exemples】
守らなくてはならないルールです。
（まもらなくては ならない ルールです）

Ce sont des règles qu’il faut respecter.

おじいさんは、毎日薬を飲まなくては
なりません。

（おじいさんは まいにち くすりを のまなくては
なりません。）

Mon grand-père doit prendre ses médicaments tous les
jours.

“Forme du dictionnaire ou la forme en ない +
ようにする” exprime un effort ou une

intention de faire ou de ne pas faire quelque
chose.

【La différence entre “〜になる” et ”〜にする” 】
〜になる : je ne contrôle pas le changement
〜にする : je décide moi-même du

changement

【Exemples】
失礼のないようにする。

（しつれいの ないように する）
Faire en sorte de ne pas être impoli.

毎日運動するようにしています。
（まいにち うんどう する ように して います。）

J’essaie de faire du sport tous les jours.

【〜ようにする】

【〜こと】

Lorsque “こと” est utilisé après un verbe, cela
transforme l’action en nom. Cette structure est
souvent utilisée pour parler d’une règle, d’un

fait, etc.

【Exemples】
ていねいに する こと

Le fait d’être poli

映画を見ることが好きです。
（えいがを みる ことが すきです。）

J’aime regarder des films.

【〜ても】
“Forme en て + も” exprime une concession,

comme : “même si”, “bien que”.

【Structure】
Verbe：たべても、たべなくても
Adjectif en i：かわいくても、かわいくなくても
Adjectif en na：まじめでも、まじめじゃなくても
Nom：にほんじんでも、にほんじんじゃなくても

【Exemples】
怖くても、前に進む。

（こわくても、まえにすすむ）
Même si tu as peur, avance.

寒くても、海に行きます。
（さむくても、うみにいきます。）

Même s’il fait froid, je vais à la mer.
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【〜かもしれません】
“〜かもしれません” est utilisé pour exprimer une hypothèse ou une

possibilité.

【Structure】
Style neutre + かもしれません

【Exemples】
武士道から来ているのかもしれません。
（ぶしどうから きている のかもしれません）

Cela vient peut-être du bushidou.

Bien compris ?

“〜のは” permet de mettre en valeur ou d’expliquer une raison ou une
cause.

【Exemples】
頑張れる人が多いのは…

（がんばれる ひとが おおい のは）
Si beaucoup de gens savent se dépasser, c’est parce que...

【〜のは】


